平成２５年度第１回櫛引地域地区公民館運営審議会記録（概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：平成２５年６月６日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19:00～20:43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：櫛引公民館講座室

＜出席者＞

　　委　員：　成田進委員長、斎藤ゆう子副委員長、齋藤明夫委員、
菅原弘昭委員、御船明彦委員、佐藤ゆかり委員、工藤治樹委員、
小林　博委員、佐久間忠勝委員、難波正喜委員、金内一恵委員、

　　事務局：　櫛引庁舎総務企画課（併）社会教育課
菊地ゆかり主幹、大宮将義専門員
＜欠席者＞

　　委　員：　今野愼太郎委員、菅原　勝委員
＜公開・非公開＞　公開

＜傍聴者＞　　　　なし

＜会議内容＞　

１．開会
２．委員自己紹介

３．委員長、副委員長選出

　　→委員長に成田進委員(櫛引自治公民館連絡協議会会長)

　　　副委員長に斎藤ゆう子委員(婦人会会長)が選出された。
４．委員長あいさつ　

５．協議

（１）平成２５年度公民館関係事業計画について

　　
　　・芸術文化協会の組織化を図るとあるが、どのようなことか。

・王祗会館の指定管理について、平成２６年度以降どのように考えているか。

・丸岡の顕彰事業について、署名活動等の具体的な取り組みを伺いたい。

（委員）
→櫛引地域に芸術文化協会はすでに組織されているが、加盟する団体の活動を推進、強化を図ることが今後、必要と考えている。

　王祗会館の指定管理者は、現在、黒川地区農業村落振興会を指定し協定を結んでおり、平成２６年３月末までとなっている。黒川能の保存伝承をする拠点施設として、どこが相応しいのか地元の意向を確認しながら進めていきたい。
　丸岡の顕彰事業について、２５年度は１００周年の記念事業として記念誌、記念碑の建立等を行う予定であり、歴史を顕彰する会の熊本市、高山市等との交流を今後も継続していきたい。なお、加藤清正を主人公とした大河ドラマへの署名活動は、以前、盛んに行われていたものの、復興支援という観点から今のところ棚上げ状態と推察している。(公民館)

・櫛ビギンのタイムカプセルはどこに埋めたのか。（委員長）
　　　→馬渡のやすらぎ広場と聞いている。来年、発掘予定である。（公民館）
・出前講座を依頼するときの講師謝金について地区公民館側の負担は。（委員）

　　　→各地区に対して上限が１万円ということであり、子どもを対象にした講座か高齢者を対象とした講座かは、各地区の裁量で決めてもらっている。
（公民館）

　　・イバラトミヨの啓発啓蒙についてはどのように考えているのか。(委員長)
　　　→希少生物ということでは間違いがないが、レッドデータに載るほどの希少性はないことから、文化財登録としてはどうかという見方もある。しかし、そのような生物がこの櫛引にいるという環境の視点から啓蒙を図っていきたい。(公民館)
　　・高齢化が進み、新しい人が入ってこないという世代交代をどのように進めていくかが、各種団体の共通の課題と感じる。意図的にしていかないと若い世代に引き継いでいけないのではないかと思うが、どうか。(委員)
　　　→事業を継続するためには、どの組織についても世代交代が共通の課題と認識している。今のところ、世代交流事業としてノーサイドと櫛ビギンとのクリスマス会等を実施している。(公民館)

　　・自治公民館は櫛引にはどのくらいあるのか。(委員)
　　　→櫛引には２１施設あるが、人が常駐している公民館としては、この櫛引公民館だけである。(公民館)

　　・今後のコミュニティの検討について、進捗状況は。(委員)

　　　→今年、コミュニティ基本方針というのが、３月末に出されたが、小学校区単位のコミュニティ化を進めるというのが、提案されている。櫛引地域は、これまで４４集落から２１へ統合してきた経過があり、櫛引において各小学校区単位のコミュニティ組織を考えていく方向ではなく、中学校単位で検討することとなっている。(公民館)

　　・生涯学習推進員の研修等についてどのように考えているのか。(委員)

　　　→５月１５日に市全体の生涯学習推進員の合同研修会に、櫛引から１１名の推進員が参加した。また、今年、生涯学習推進員指導者養成講座にも櫛引地域の推進員から受講していただくこととなっている。(公民館)

　　
・趣味の講座において、中央公民館との連携は。(委員)

　　　→各公民館との連携を図ることを現在、検討している。(公民館)
（２）各団体からの情報提供

・８月１０日に市民参加型ミュージカル「ハッピーバースデー」を行うが、各団体のみなさんから、ぜひご覧いただきたい。（委員）

・今年度から小真木原の体育施設の指定管理者に移行となり、体育協会が指定されたことに伴い、職員が増えている。今後は、各地域の体育施設も指定管理へ移行していくだろう。（委員）

（３）その他
　　・公民館多目的ホールの空調設備改修工事が６月上旬から７月末までの工期である。工事にかかる停電により使用に制限があるがご了承願いたい。(公民館)
４．閉会
